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第44回鹿屋市農業まつりが、令和４年11月23日３年ぶりに霧島ヶ丘公園で開催されました。

多くの市民が来場され、沢山のブースも大盛況でした。
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年
頭
に
あ
た
っ
て

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

旧
年
中
は
本
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島

大
会
で
、
鹿
児
島
県
が
見
事
日
本
一
を
獲
得
し
ま
し

た
。
本
市
か
ら
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
出
品
牛
が

３
区
分
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
出

品
牛
全
て
が
優
等
賞
に
入
賞
し
、
そ
の
吉
報
に
大
変

熱
狂
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
年
は
か
ご
し
ま
国
体
及
び
か
ご
し
ま
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
関
係
者
並
び
に
当
局
の
ご
苦
労
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
が
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
三
次
議
会
改
革
委

員
会
で
決
定
し
て
い
た
議
員
数
の
削
減
が
、
令
和
４

年
の
改
選
時
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
も
と
、
３
年
ぶ
り
に「
議
員
と
語
る
会
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
議
会
活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

政
策
の
決
定
と
監
視
機
能
と
し
て
の
役
割
を
遂
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
ど
も
議
員
一
同
、
鹿
屋
市
政
の
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
御
支
援
と
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
一
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議　長　花牟礼　薫

副議長　児玉　美環子

12月定例会が開催されました
　令和４年12月定例会は、11月25日から12月16日までの22日間の会期で開催しました。

　今定例会では、９月定例会で継続審査となっていた令和３年度一般会計及び特別会計決算等の認

定議案６件を認定したほか、令和４年度鹿屋市一般会計補正予算議案、公の施設の指定管理者の指

定や条例の制定議案など38件（うち報告１件）を審議し、いずれも原案可決、承認、認定としました。

　また、意見書１件を否決し、陳情２件のうち１件を継続審査、１件を不採択としました。

令和３年度一般会計及び特別会計決算令和３年度一般会計及び特別会計決算
原 案 認 定原 案 認 定
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▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

　
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
い

た
令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
の

認
定
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
長

に
よ
る
審
査
の
経
過
と
結
果
の
報

告
後
に
採
決
し
た
結
果
、
全
会
一

致
に
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
６
５
６
億
６
千
１
４

０
万
８
千
３
４
３
円
、
歳
出
は
、

６
２
６
億
８
千
２
３
３
万
４
９
１

円
、
差
し
引
き
形
式
収
支
２
９
億

７
千
９
０
７
万
７
千
８
５
２
円
の

黒
字
と
な
り
、
こ
の
形
式
収
支
か

ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
、

４
億
８
千
８
５
４
万
９
千
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
２
４
億

９
千
５
２
万
８
千
８
５
２
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

※
決
算
の
剰
余
金
に
つ
い
て

　
翌
年
度
以
降
に
、
法
令
に
基
づ

き
基
金
積
立
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

各
事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
ま

す
。

決
算
認
定
議
案

12
月
定
例
会

歳  入
656億
6,140万
8,343円

656億
6,140万
8,343円

626億
8,233万
491円

626億
8,233万
491円

歳  出

歳  入

令和３年度一般会計決算グラフ

歳  出

※1
（市税内訳） 
市　民　税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入　湯　税

※3

48億17万2,408円
53億567万755円

4億3,837万3,832円
7億3,893万2,321円
4億4,263万3,454円

9万7,950円

依存財源

地方交付税

国庫支出金

県 支 出 金

市　　　債

そ の 他

421億8,930万4,764円

137億4,351万円

151億6,274万8,201円

55億8,253万5,598円

37億2,030万円

39億8,021万965円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

2億8,109万5,170円

55億4,476万5,291円

252億1,770万8,970円

33億3,035万3,724円

5,818万5,773円

28億6,148万3,542円

15億5,684万6,545円

25億1,343万6,713円

14億2,055万3,080円

58億3,758万4,369円

8億9,675万3,076円

44億7,160万6,694円

86億9,195万7,544円

※2
使用料及び手数料、寄附金 など

地方譲与税、地方消費税交付金、
国有提供施設等所在市町村助成
交付金 など

自主財源

市 　 税

繰 入 金

繰 越 金

そ の 他

234億7,210万3,579円

117億2,588万720円

35億8,823万3,516円

37億9,961万7,815円

43億5,837万1,528円

自主
  財源

市税
　※1

総務費

民生費

衛生費衛生費
労働費

農林
水産業費
農林
水産業費

繰入金

繰越金

その他
　 ※2

その他
　 ※3

県支出金
市債

国庫
 支出金

地方
 交付税

依存
  財源

商工費

教育費教育費

土木費土木費

公債費公債費

諸支出金諸支出金

形式収支　2,979,077,852円 実質収支　2,490,528,852円

議会費

災害
復旧費

消防費
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▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て（

全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

（
全
会
一
致
認
定
）

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
可
決
及
び
認
定
）

▽
令
和
３
年
度
鹿
屋
市
下
水
道
事

業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
可
決
及
び
認
定
）

令和３年度各会計別決算� （単位：円）

会　計　名 歳　入 歳　出

一般会計 65,661,408,343 62,682,330,491

国民健康保険事業特別会計 11,823,125,283 11,457,837,854

後期高齢者医療特別会計 1,380,658,881 1,368,856,705

介護保険事業特別会計 11,903,300,268 11,631,178,651

水道事業会計
収 益 的 1,878,319,163 1,507,935,065

資 本 的 41,614,298 839,805,656

下水道事業会計
収 益 的 916,938,623 862,090,922

資 本 的 242,405,332 539,024,415

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
の
専
決
処

分
の
承
認
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
承
認
）

　
か
の
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

追
加
発
行
や
、
台
風
14
号
に
よ
る

災
害
復
旧
に
緊
急
を
要
し
た
た
め

補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
・
県
事
業
の
決
定
を
受
け
て

実
施
す
る
事
業
及
び
事
業
進
捗
上
、

早
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
事

業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も

の▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

（
全
会
一
致
可
決
）

　
国
の
補
正
予
算
に
伴
い
実
施
す

る
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
の

支
給
及
び
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

対
策
事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上

し
た
も
の

○
鹿
屋
港
浮
桟
橋
整
備
事
業
負
担

金
　
県
が
整
備
し
て
い
る
鹿
屋
港
の

浮
桟
橋
設
置
工
事
に
つ
い
て
、
事

業
費
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

市
負
担
金
を
増
額
す
る
も
の

１
千
５
２
万
８
千
円

○
県
営
土
地
改
良
事
業
負
担
金

　
県
が
実
施
し
て
い
る
土
地
改
良

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
進
捗
を
早

め
る
こ
と
に
伴
い
事
業
費
に
変
更

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
市
負
担
金

を
増
額
す
る
も
の

４
千
７
８
０
万
８
千
円

○
輝
北
ダ
ム
艇
庫
設
置
事
業

　
令
和
５
年
度
の
鹿
児
島
国
体

ボ
ー
ト
競
技
の
開
催
に
向
け
、
県

の
補
助
金
を
活
用
し
、
輝
北
ダ
ム

湖
畔
に
艇
庫
を
整
備
す
る
た
め
の

設
計
を
実
施
す
る
も
の１

１
０
万
円

○
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
促
進
事
業

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
返

礼
品
に
要
す
る
経
費
等
を
計
上
し
、

本
市
の
認
知
度
向
上
と
寄
附
額
の

増
加
に
よ
る
地
域
の
産
業
振
興
を

図
る
も
の

５
億
３
千
５
２
８
万
６
千
円

○
台
風
14
号
に
係
る
災
害
復
旧
事

業
　
市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
法
面
崩
壊
、
路
肩
決
壊
し

た
道
路
や
土
砂
が
流
入
し
た
河
川

の
早
期
復
旧
を
目
指
す
も
の

２
億
２
千
７
５
０
万
円

○
ふ
る
さ
と
鹿
屋
応
援
基
金
積
立

金
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
受

け
入
れ
た
寄
附
金
を
ふ
る
さ
と
鹿

屋
応
援
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の

１
０
億
円

補
正
予
算
関
係

一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
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○
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　
妊
娠
届
出
時
に
妊
婦
一
人
当

た
り
５
万
円
、
出
生
届
出
時
に
新

生
児
一
人
当
た
り
５
万
円
を
出

産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
と
し
て

給
付
す
る
も
の

１
億
４
千
１
１
６
万
８
千
円

○
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策

事
業

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
の
影

響
を
受
け
て
い
る
福
祉
施
設
等

が
安
定
的
な
運
営
を
行
え
る
よ

う
、
光
熱
費
や
燃
料
費
の
価
格
高

騰
分
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の

６
千
７
３
４
万
７
千
円

○
中
小
企
業
等
電
気
料
金
高
騰

対
策
支
援
金

　
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
市
内
事
業
者
に

対
し
て
、
電
気
料
金
の
高
騰
分
の

一
部
を
支
援
す
る
も
の

１
億
４
千
９
１
１
万
９
千
円

○
畜
産
経
営
緊
急
支
援
対
策
事
業

　
飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
等
に
よ
り
、
経

営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
肉
用
牛
経
営
体
及
び
酪
農
経

営
体
に
対
し
て
、
支
援
金
を
交
付

す
る
も
の

６
千
１
９
６
万
６
千
円

陳
情

（
継
続
審
査
と
し
た
も
の
）

▽
眼
鏡
橋
大
園
橋
保
存
に
係
る

陳
情

（
不
採
択
と
し
た
も
の
）

▽
東
部
地
区
町
内
会
連
絡
協
議
会

よ
り
泉
ヶ
丘
町
内
会
集
会
所
南

側
の
公
園
（
多
目
的
広
場
）
の

指
定
管
理
へ
の
移
行
に
つ
い
て

の
陳
情
に
つ
い
て

意
見
書

（
否
決
と
し
た
も
の
）

▽
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実

施
の
再
考
を
求
め
る
意
見
書

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
　
浜
田
　
幸
史
　
　
　（
同
意
）

文
教
福
祉
委
員
会

▽
眼
鏡
橋
大
園
橋
保
存
に
係
る

陳
情

議
会
運
営
委
員
会

▽
次
期
議
会
の
議
会
運
営
に
関

す
る
事
項
及
び
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号

 令和４年度一般会計補正予算額 

◎一般会計補正予算（第６号）※専決処分

◎一般会計補正予算（第７号）

◎一般会計補正予算（第８号）

予算額

583億6,539万円

予算額

590億839万円

予算額

608億8,189万円

第６号補正額

6億4,300万円

第７号補正額

18億7,350万円

第８号補正額

４億1,960万円

予算総額

590億839万円

予算総額

608億8,189万円

予算総額

613億149万円

+

+

+

=

=

=

陳

情

・

意

見

書

閉
会
中
の
継
続
審
査

閉
会
中
の
継
続
調
査

人

事

関

係
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▽意見書（案）の記名投票結果

本

田
　
　

仁

柴

立

豊

子

松

野

清

春

福

田

伸

作

中
馬
　
美
樹
郎

川

㟢
　
　

勝

時

吉

茂

治

田

辺

水

哉

西
薗
　
美
恵
子

泊
　
　

義

秋

原

田
　
　

靖

安
田
　
謙
太
郎

吉

岡

鳴

人

児
玉
　
美
環
子

市

來
洋

志

繁

昌

誠

吾

米
永
　
あ
つ
子

梶

原

正

憲

下
本
地
　
　
隆

岡

元

浩

一

東
　
　

秀

哉

岩

松

近

俊

伊

野

幸

二

永

山

勇

人

今

村

光

春

消費税インボイス制度の

実施の再考を求める意見

書（案）

賛
成○○○ ○○○ ○○

反
対 ○ ○○○○○○○○ ○○○○○○○○

議員名

件　名

 

委
員
会
審
査
報
告

〇
予
算
委
員
会

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
最
終
的
に
は
ど
の
く
ら
い
の

寄
附
額
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

45
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

関
わ
る
鹿
屋
市
の
事
業
者
は
現
在

い
く
つ
あ
る
か
。

　

現
在
98
事
業
者
で
あ
る
。

▽
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

中
小
企
業
等
電
気
料
金
高
騰

対
策
支
援
金
だ
が
、
事
業
者
の
見

込
み
件
数
は
何
件
か
。

　

低
圧
の
２
万
円
支
給
が
２，

９
４
０
件
、
高
圧
の
小
口
10
万
円

支
給
が
５
４
０
件
、
大
口
が
15
万

円
で
２
３
０
件
、
特
別
高
圧
が
２

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

〇
総
務
市
民
環
境
委
員
会

▽
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
定
年
が

延
び
る
と
、
そ
の
間
昇
給
は
あ
る

の
か
。

　

55
歳
で
昇
給
は
停
止
に
な
っ

て
お
り
、
定
年
延
長
後
も
昇
給
停

止
が
適
用
さ
れ
る
の
で
、
昇
給
は

な
い
。

▽
鹿
屋
運
動
公
園
等
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
料
が
増
額
に
な
る

要
因
と
、
そ
の
金
額
は
い
く
ら
か
。

　

増
額
の
要
因
は
、
物
価
高
騰

に
伴
う
資
材
等
の
高
騰
と
、
電
気

料
金
の
高
騰
で
あ
る
。
鹿
屋
運
動

公
園
等
は
５
１
６
万
７
千
円
の
増

額
で
あ
る
。

〇
産
業
建
設
委
員
会

▽
鹿
屋
市
串
良
農
産
物
等
直
売
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

　

指
定
管
理
の
契
約
の
中
で
、

休
日
や
営
業
時
間
の
規
定
が
な
い

が
、
管
理
業
者
の
自
由
に
し
て
い

る
の
か
。

　
農
産
物
等
直
売
施
設
管
理
組

合
の
要
領
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の

要
領
の
中
で
運
用
し
て
い
る
。

▽
さ
く
ら
公
園
等
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

　

鹿
屋
市
福
祉
公
園
管
理
組
合

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

非
公
募
要
件
の
「
障
が
い
者

の
自
立
支
援
や
高
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
の
項
目
に
該
当
す
る
団

体
」
で
あ
り
、
事
務
所
は
西
原
の

看
護
学
校
の
近
く
に
あ
る
。

〇
文
教
福
祉
委
員
会

▽
鹿
屋
市
奨
学
資
金
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

現
在
借
り
て
い
る
人
た
ち
の

返
済
期
限
も
５
年
か
ら
10
年
に
延

び
る
の
か
。

　

２
年
以
上
返
済
期
限
が
残
っ

て
い
る
方
は
倍
に
延
び
る
。

▽
鹿
屋
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
福

祉
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

１
年
間
の
暫
定
的
な
委
託
と

の
こ
と
だ
が
、
指
定
管
理
料
も
前

年
度
を
踏
襲
し
た
指
定
管
理
料
と

い
う
こ
と
で
い
い
か
。

　

入
浴
事
業
が
廃
止
に
な
り
、

そ
の
分
が
減
額
に
な
る
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
事
業
を
指
定
管
理
に

盛
り
込
ん
だ
形
で
今
回
計
上
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
委
託
管
理
料

と
比
較
す
る
と
約
66
万
円
の
減
に

な
っ
て
い
る
。
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12月定例会　その他の主な上程議案・採決結果
議　案　名 概　　　要 結　　果

（※施行日）

鹿屋市個人情報保護法施行条例の
制定について

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律により個人情報の保護に関する

法律が改正されたことに伴い、必要な事項を定

めるもの

全会一致可決

（令和５年４月１日）

鹿屋市情報公開条例及び鹿屋市情
報公開・個人情報保護審査会条例
の一部改正について

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整

備に関する法律により個人情報の保護に関する

法律が改正されたことに伴い、所要の規定の整

理を行うもの

全会一致可決

（令和５年４月１日）

地方公務員法の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整備等
に関する条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴

い、職員の定年の段階的な引上げ等を行うため、

関係条例について所要の規定の整備を行うもの

全会一致可決

鹿屋市議会議員の議員報酬及び費
用弁償等に関する条例の一部改正
について

令和４年人事院勧告を踏まえ、議会議員の期末

手当の支給割合を改定するもの
賛成多数可決

鹿屋市特別職の給与に関する条例
の一部改正について

令和４年人事院勧告を踏まえ、特別職の期末手

当の支給割合を改定するもの
賛成多数可決

鹿屋市職員の給与に関する条例及
び鹿屋市一般職の任期付職員の採
用等に関する条例の一部改正につ
いて

令和４年人事院勧告を踏まえ、一般職の職員の

給料表及び勤勉手当の支給割合等を改定すると

ともに、一般職の任期付職員の給料表及び期末

手当の支給割合を改定するもの

全会一致可決

鹿屋市市営住宅条例の一部改正に
ついて

老朽化した鹿屋市萩塚市営住宅の一部を用途廃

止するもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市奨学資金条例の一部改正に
ついて

経済的理由により修学が困難な高校生等が利用

しやすい奨学資金制度とするため、所要の規定

の整備を行うもの

全会一致可決

（公布の日）

鹿屋市立鹿屋看護専門学校授業料
等徴収条例の一部改正について

鹿屋市立鹿屋看護専門学校の授業料及び入学料

の額を改定するもの

全会一致可決

（公布の日）

※令和６年度入学者

から適用

※施行日については掲載可能なものについて掲載しています。
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指定管理者の指定議案・採決結果
施　設　名 指定管理者 指定期間 結果

鹿屋市アジア・太平洋農村研修村民族館 大隅湖観光管理組合

令和５年４月１日～
令和８年３月31日

（３年間）

全

会

一

致

可

決

鹿屋運動公園及び同公園内運動施設
西原健康運動公園及び同公園内運動施設
鹿屋中央公園及び同公園内運動施設
鹿屋市市民いこいの森運動広場及び同広場内運
動施設

特定非営利活動法人
かのや健康・スポー
ツクラブ

鹿屋市輝北体育館、鹿屋市輝北運動場
鹿屋市百引多目的グラウンド 株式会社　森建設

平和公園体育施設 串良町体育振興会

鹿屋市串良Ｂ＆Ｇ海洋センター
鹿屋市串良大塚山青少年の森及び大塚山公園 有限会社　アイコー

鹿屋市野里食品加工実習センター 野里町内会

鹿屋市観光物産総合センター 一般社団法人　鹿屋
市観光協会

さくら公園、れんげ公園、たかし団地公園
パークヒルズ鹿屋１号公園、つつみ公園、すみれ
公園、こじか公園、ふたば公園、希望ヶ丘団地公
園、桜美台団地公園、パークヒルズ２号公園、ク
ヌギ公園、曽田坂公園

鹿屋市福祉公園管理
組合

大浦公園 大浦町内会

旭原公園 旭原町内会

柳公園、柳団地第１公園、柳団地第２公園、柳団地
第３公園 上野町内会

工業団地中牧公園、鹿屋農工団地第３公園
鹿屋農工団地第４公園、川西団地公園 川西町内会

笠之原公園 笠之原町内会

東原公園 東原町内会

瀬戸山公園 上祓川町内会

古江駅跡記念公園、鹿屋市古江コミュニティ消防
センター 古江町内会

吾平自然公園 神野町内会

鹿屋市田崎みどりの広場 田崎町内会

鹿屋市川東多目的運動広場 川東町内会

鹿屋市串良農産物等直売施設 鹿屋市串良農産物等
直売施設管理組合

鹿屋市市民交流センター福祉プラザ 社会福祉法人　鹿屋
市社会福祉協議会

令和５年４月１日～
令和６年３月31日

（１年間）

鹿屋市市民交流センター等
（情報プラザ・健康スポーツプラザ・芸術文化学
習プラザ、ピット 88、かのやイベント広場、まち
なかパーク、リナシティかのやバス待合所）

株式会社
まちづくり鹿屋

鹿屋市野里運動広場、みつわ公園 野里町内会
令和５年４月１日～
令和７年３月31日

（２年間）

輝北うわば公園 特定非営利活動法人
まちづくり輝北

令和５年４月１日～
～令和10年３月31日

（５年間）
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一　般　質　問
　12月定例会では、16人の議員から市政全般に関する一般質問が行われました。

　誌面の都合により質問・答弁を要約して掲載していますので、詳細な内容については鹿屋

市議会会議録若しくは市議会ホームページをご覧ください。

①原田　靖	 ②柴立　豊子	 ③時吉　茂治	 ④田辺　水哉	 ⑤市來　洋志

⑥松野　清春	 ⑦伊野　幸二	 ⑧梶原　正憲	 ⑨岩松　近俊	 ⑩福田　伸作

⑪西薗美恵子	 ⑫米永あつ子	 ⑬永山　勇人	 ⑭児玉美環子	 ⑮吉岡　鳴人

⑯繁昌　誠吾

※一般質問の様子は下記アドレスからご覧いただけます。
　https://smart.discussvision.net/smart/tenant/kanoya/WebView/rd/council_1.html

①
　

定
年
の
引
上
げ
の
概
要
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ
れ
た
い
。

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
定
年

は
令
和
５
年
度
か
ら
60
歳
か
ら
２

年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
令
和
13
年
度
以
降
は
65

歳
に
な
る
。

　

業
務
量
の
削
減
が
ほ
ぼ
な
い

中
、
人
員
の
削
減
が
進
み
、
公
共

的
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
会
計
年
度
任

用
職
員
に
強
く
依
存
し
て
い
る
現

状
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
職
場
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
影
響
し
て
い

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

定
例
的
な
業
務
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

し
て
お
り
、
今
後
も
事
務
事
業
の

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
を
進
め
、

更
な
る
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
職

員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

　

９
月
議
会
で
「
鹿
屋
市
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
の
令
和
５
年
度
に

向
け
た
見
直
し
に
つ
い
て
」「
芸
術

文
化
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
中
央
公
民

館
を
統
合
し
機
能
を
充
実
す
る
」

と
説
明
が
あ
っ
た
。
教
育
委
員
会

と
し
て
の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

　

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

移
転
に
よ
り
、
高
齢
者
や
障
が
い

が
あ
る
方
々
に
も
利
用
し
や
す

く
、
公
民
館
機
能
と
活
動
の
充
実

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
、
ま

た
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

の
一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ
の
機

能
充
実
と
合
わ
せ
、
文
化
ゾ
ー
ン

全
体
の
在
り
方
も
考
え
る
べ
き
時

期
に
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

今
後
の
各
施
設
の
在
り
方
は
、

方
針
を
明
確
化
す
る
時
期
が
近
づ

い
て
来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

財
源
対
策
等
も
含
め
具
体
的
な
構

想
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
実
現
に

は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
令
和
５

年
度
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②

　

入
居
者
の
減
少
で
共
益
費
が

増
え
る
こ
と
は
、
低
所
得
者
の
負

担
増
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

共
益
費
は
共
同
施
設
で
あ
る

浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
、
階
段
灯

や
屋
外
灯
の
電
気
料
金
な
ど
で
あ

り
、
条
例
で
入
居
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

入
居
率
の
低
下
に
伴
い
、
１
世
帯

当
た
り
の
負
担
額
は
増
加
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

浄
化
槽
の
負
担
が
大
き
い

が
、
一
部
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

共
益
費
の
負
担
額
の
増
加
は

入
居
率
の
低
下
に
伴
い
生
じ
る
も

の
で
、
ま
ず
は
入
居
率
の
向
上
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
入
居
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
共
益
費
の
一
部
補
助
は
、
入
居

率
の
低
下
に
伴
う
負
担
額
の
実
態

や
他
自
治
体
の
取
組
を
調
査
す
る

な
ど
、
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

原田　 靖
議員

（無所属）

柴立  豊子
議員

（日本共産党）

定
年
制
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

職
員
の
勤
務
体
制
に
つ
い
て

市
営
住
宅
の
共
益
費
に
つ
い
て
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資
産
割
を
な
く
す
こ
と
で
、

資
産
を
持
た
な
い
世
帯
は
負
担
増

が
予
想
さ
れ
る
。
３
方
式
の
負
担

の
上
乗
せ
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

　

振
替
先
は
、
被
保
険
者
の
極

端
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
、

均
等
割
と
平
等
割
へ
の
併
用
に
よ

る
振
替
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。　

今
、
子
ど
も
の
均
等
割
を
な

く
そ
う
と
い
う
動
き
が
全
国
で
あ

る
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。

　

県
内
で
唯
一
、
本
市
が
独
自

に
実
施
し
て
い
る
第
３
子
以
降
の

均
等
割
免
除
や
、
令
和
４
年
度
か

ら
国
で
制
度
化
さ
れ
た
、
未
就
学

児
が
対
象
の
均
等
割
の
５
割
軽
減

措
置
等
の
支
援
策
の
活
用
に
よ
り
、

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
支

援
の
継
続
を
考
え
て
い
る
た
め
現

在
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
個
人
情
報
保
護
条
例
に
つ
い
て

③

　

学
校
現
場
で
は
、
食
育
推
進

の
た
め
食
の
情
報
は
ど
の
内
容

で
、
ど
の
方
法
で
伝
え
て
い
る
か
。

　

給
食
の
時
間
を
中
心
と
し
つ

つ
、
保
健
の
学
習
で
１
日
の
生
活

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
食
事
や
調
和

の
と
れ
た
食
事
等
望
ま
し
い
生
活

習
慣
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭
科
の

学
習
で
食
事
の
役
割
や
栄
養
を
考

え
た
食
事
等
食
生
活
に
関
す
る
こ

と
な
ど
食
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
る
主

要
食
材
（
玉
ね
ぎ
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ゴ
ボ
ウ
、
じ
ゃ
が
い
も
）
の
本
市

令
和
３
年
度
生
産
実
績
を
示
さ
れ

た
い
。

　

令
和
３
年
度
生
産
実
績
は
、

玉
ね
ぎ
１
８
７
ｔ
、
ニ
ン
ジ
ン
４，

０
８
２
ｔ
、
ゴ
ボ
ウ
２
，
０
９
４

ｔ
、
じ
ゃ
が
い
も
４
，
７
３
５
ｔ

と
な
っ
て
い
る
。

　

地
産
地
消
を
促
す
情
報
発
信

や
広
報
活
動
の
た
め
、
本
市
は
道

の
駅
を
造
る
考
え
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
道
の
駅
を
造
る
に
は
ど

の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
が
、

令
和
２
年
４
月
に
、
笠
之
原
町
に

オ
ー
プ
ン
し
た
食
と
農
の
情
報
発

信
と
交
流
拠
点
機
能
を
持
つ
「
ア

グ
リ
パ
ー
ク
か
の
や
」
内
の
農
畜

産
物
の
直
売
所
「
ど
っ
菜
市
場
」

で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
施

設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

　
地
産
地
消
の
推
進
や
情
報
発
信

等
に
は
、
ま
ず
は
既
存
施
設
と
連

携
し
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
現
時
点
で
道
の
駅
整

備
は
考
え
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
道
の
駅
の
中
に
は
、
域

外
か
ら
多
く
の
買
い
物
客
等
が
訪

れ
、
賑
わ
い
を
見
せ
、
地
域
の
農

業
振
興
や
６
次
産
業
化
の
推
進
等

に
つ
な
が
る
施
設
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
周

辺
施
設
と
の
競
合
や
運
営
事
業
者

の
撤
退
、
施
設
管
理
に
伴
う
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
負
担
増
、
老
朽

化
に
伴
う
維
持
管
理
経
費
の
増
大

等
で
、
登
録
を
廃
止
す
る
道
の
駅

も
出
て
き
て
い
る
。

④

　

鹿
屋
市
公
共
施
設
等
総
合
計

画
に
て
、
文
化
会
館
や
図
書
館
は

建
築
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
設
備

が
老
朽
化
し
て
い
る
。
美
術
館
建

築
を
望
む
市
民
の
声
も
あ
る
中
、

王
子
遺
跡
資
料
館
な
ど
を
集
約

し
、
交
通
の
便
も
良
く
利
便
性
の

高
い
場
所
に
美
術
館
や
図
書
館
、

ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
施

設
を
新
設
す
る
計
画
は
な
い
か
。

　

老
朽
化
が
見
ら
れ
、
年
次
的

に
改
修
工
事
等
を
行
い
、
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
施
設
設
備
の
維
持
管

理
に
は
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る

た
め
、
今
後
の
各
施
設
の
在
り
方

は
、
方
針
を
明
確
化
す
る
時
期
が

来
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
多
く
の
方
々
の
意
見
を
取
り
入

れ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
等
、
財
源
対

策
も
含
め
具
体
的
な
構
想
を
作
る

必
要
が
あ
り
、
実
現
に
は
そ
の
準

備
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
５
年
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

鹿
屋
市
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
に
も
記
載
の
あ
る
大
規
模
津
波

に
よ
る
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
た

が
評
価
、
反
省
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

海
岸
地
区
に
居
住
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
日
頃
か
ら
津
波

に
対
す
る
意
識
も
高
く
、
避
難
行

動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
、
避
難

支
援
が
必
要
な
方
に
は
、
リ
ア
カ

ー
を
活
用
す
る
等
、
町
内
会
や
消

防
団
で
し
っ
か
り
役
割
分
担
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
非
常
用
持
ち
出

し
袋
を
家
に
は
用
意
し
て
い
る
が
、

訓
練
時
に
持
参
し
て
い
な
い
方
や

サ
ン
ダ
ル
や
短
パ
ン
等
軽
装
で
来

ら
れ
た
方
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
た

こ
と
や
、
当
日
、
天
候
不
良
が
予

想
さ
れ
た
た
め
、
避
難
場
所
を
屋

外
か
ら
屋
内
に
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
施
設
入
口
で
避
難
者
が
混

乱
す
る
な
ど
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　
今
後
も
、
各
町
内
会
で
定
期
的

に
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
協
力
し
な
が
ら
、
訓
練
指

導
や
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、
津

波
に
限
ら
ず
、
防
災
に
関
す
る
情

報
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

時吉  茂治
議員

（無所属）

田辺  水哉
議員

（政経クラブ）

食
育
と
地
産
地
消
に
つ
い
て

国
保
の
算
定
方
式
変
更
に
つ
い

て

文
化
ゾ
ー
ン
施
設
に
つ
い
て

津
波
避
難
訓
練
に
つ
い
て
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⑤

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
教
員
の
長
時

間
勤
務
解
消
の
た
め
に
地
域
移
行

を
推
奨
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

各
種
団
体
や
施
設
と
の
連
携

な
ど
の
実
態
に
応
じ
、
運
営
上
の

工
夫
を
行
い
な
が
ら
協
働
・
融
合

し
た
形
で
の
、
環
境
整
備
を
進
め
、

生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
持
続
可

能
な
部
活
動
と
教
職
員
の
負
担
軽

減
の
両
立
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

　

い
じ
め
が
確
認
さ
れ
た
後
、

学
校
側
の
対
応
と
、
教
育
委
員
会

の
学
校
に
対
す
る
指
導
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

い
じ
め
を
発
見
し
た
場
合
、

程
度
に
関
わ
ら
ず
、
担
任
等
は
、

直
ち
に
管
理
職
に
報
告
し
、
ま
ず

被
害
児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
を

第
一
に
考
え
、
臨
時
の
い
じ
め
対

策
委
員
会
等
を
開
催
し
、
情
報
共

有
し
て
、
組
織
的
な
対
応
を
協
議

し
、
第
一
報
と
し
て
教
育
委
員
会

に
報
告
・
相
談
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
教
育
委
員
会
は
、
各
学
校
に
対

し
、
事
案
発
生
時
の
報
告
や
定
期

報
告
を
受
け
て
適
宜
指
導
し
、
具

体
的
な
方
策
等
を
示
し
、
管
理
職

研
修
、
生
徒
指
導
主
任
等
の
教
職

員
研
修
会
を
定
期
的
に
行
い
、
対

応
や
、
関
係
児
童
生
徒
及
び
そ
の

保
護
者
へ
の
具
体
的
な
支
援
・
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
を
推
奨

す
る
考
え
は
な
い
か
示
さ
れ
た
い
。

　
有
機
農
業
は
農
業
者
の
意
識

や
技
術
に
加
え
、
有
機
資
材
に
コ

ス
ト
が
か
か
る
等
の
課
題
が
あ
り
、

一
律
の
推
奨
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
実
状
を
踏
ま
え
、
環

境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
、
有
機

農
業
に
お
け
る
新
規
就
農
者
や
荒

廃
農
地
の
活
用
を
、
新
規
就
農
者

や
地
元
生
産
者
の
意
向
等
を
踏
ま

え
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が

ら
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
い
く
。

⑥
　

こ
れ
ま
で
指
定
管
理
の
事
業

に
対
し
て
市
民
か
ら
の
苦
情
や
指

摘
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　
ま
た
、
そ
の
処
理
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
。

　

令
和
３
年
度
で
の
苦
情
等
は
、

主
に
公
園
等
の
雑
木
や
雑
草
の
繁

茂
、
利
用
者
の
マ
ナ
ー
な
ど
１
１

９
件
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
施
設

所
管
課
又
は
指
定
管
理
者
で
対
応

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

米
軍
人
の
勤
務
体
制
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
夜
間
・

早
朝
か
ら
の
交
代
勤
務
は
あ
る
か
。

　

Ｍ
Ｑ

−

９
は
情
報
収
集
の
た

め
、
昼
夜
を
問
わ
ず
24
時
間
連
続

で
運
用
さ
れ
る
た
め
、
シ
フ
ト
制

の
下
、
24
時
間
の
交
代
体
制
で
勤

務
し
て
い
る
。

　
銃
規
制
が
な
く
、
学
校
・
ス
ー

パ
ー
で
乱
射
事
件
の
あ
る
ア
メ
リ

カ
か
ら
米
兵
が
護
身
用
の
拳
銃
や

ナ
イ
フ
を
携
行
し
て
い
な
い
か
心

配
す
る
声
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
な
い
と
断
言
で
き
る
か
。

　

全
て
の
米
軍
関
係
者
は
日
本

の
関
係
法
令
を
尊
重
し
、
遵
守
す

る
よ
う
教
育
を
受
け
て
お
り
、
護

身
用
の
武
器
を
所
持
し
て
生
活
す

る
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
２
回
目
補

助
は
で
き
な
い
か
。

　

高
齢
者
以
外
の
方
へ
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

は
、
予
防
接
種
法
に
接
種
義
務
の

定
め
の
な
い
任
意
接
種
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
で

は
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
未
就
学

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
１

人
当
た
り
２，
０
０
０
円
を
１
回

助
成
し
て
い
る
。

　
２
回
目
接
種
の
助
成
は
、
現
在
、

本
市
が
行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援

策
等
を
展
開
し
な
が
ら
総
合
的
に

判
断
し
て
い
き
た
い
。

⑦

　

設
置
か
ら
10
年
近
く
経
過
し

て
い
る
。
改
善
の
余
地
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　

10
年
経
過
し
て
い
る
が
適
切

な
運
用
管
理
に
努
め
て
い
る
。
防

災
行
政
無
線
は
、
電
話
回
線
が
使

用
で
き
な
い
場
合
な
ど
災
害
時
に

大
変
有
効
な
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で

あ
る
。
長
期
的
な
停
電
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
機
器
へ
の
改
修
や
、

国
が
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
テ

レ
ビ
電
波
を
活
用
し
た
災
害
情
報

の
発
信
な
ど
、
様
々
な
情
報
発
信

ツ
ー
ル
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

か
の
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し

を
示
さ
れ
た
い
。

　

現
在
23
の
会
員
で
構
成
し
、

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
地
域
活

性
化
策
に
つ
い
て

Ｍ
Ｑ

−

９
の
一
時
展
開
の
そ
の

後
に
つ
い
て

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
補
助
に
つ
い
て

市來  洋志
議員

（会派　創生）

松野  清春
議員

（無所属）

伊野  幸二
議員

（会派　黎明）

指
定
管
理
に
つ
い
て

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

本
市
の
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
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ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
や
お
も
て

な
し
等
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
３

年
度
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
・
課
題

等
を
踏
ま
え
、「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
今
年
度
は
新
た
に
関

東
地
区
で
の
大
学
・
旅
行
代
理
店

等
へ
の
営
業
活
動
や
競
技
団
体
等

と
連
携
し
た
宿
泊
を
伴
う
新
た
な

大
会
の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

人
口
の
増
加
に
は
、
今
も
続
く
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
遠
征
を
自
粛
し

て
い
る
団
体
も
あ
る
こ
と
や
、
合

宿
の
同
一
競
技
種
目
の
重
複
に
よ

る
施
設
不
足
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
か
の
や
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
大

会
、
合
宿
に
よ
る
鹿
屋
市
へ
の
経

済
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

宿
泊
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
や
大
会
、
合
宿
な
ど
の
本
市

へ
の
経
済
効
果
は
大
き
く
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

う
保
育
所
等
や
各
事
業
者
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
努
め
て
い
く
。

　

本
市
の
英
語
教
育
の
特
色
と

課
題
は
何
か
。

　

特
色
は
、
現
行
の
学
習
指
導

要
領
に
は
な
い
小
学
校
１
・
２
年

生
に
も
、
英
語
科
と
し
て
の
授
業

の
実
施
な
ど
が
あ
り
、
課
題
は
、

授
業
を
通
し
て
身
に
付
け
た
英
語

を
、
活
用
す
る
実
践
的
な
場
面
が

少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

国
立
台
北
教
育
大
学
連
携
事

業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
進
捗
状
況
及
び
今
後
の

展
開
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　

英
語
の
堪
能
な
教
育
実
習
生

を
本
市
に
受
け
入
れ
、
小
・
中
・

高
等
学
校
で
の
英
語
や
道
徳
の
授

業
、
学
校
行
事
等
へ
参
加
か
ら
、

日
本
の
価
値
あ
る
教
育
活
動
を
学

ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
設
定
す
る
。

　
さ
ら
に
、
鹿
屋
市
の
小
学
校
と

台
湾
の
小
学
校
と
が
協
定
を
結
び
、

同
世
代
の
児
童
同
士
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
て
、
英
語
で
、

リ
モ
ー
ト
交
流
を
展
開
す
る
等
の

実
践
的
な
授
業
を
計
画
し
て
い
る
。

⑧

　

送
迎
バ
ス
等
に
お
け
る
国
・

県
の
緊
急
点
検
及
び
実
地
調
査
の

結
果
を
示
さ
れ
た
い
。

　

緊
急
点
検
の
結
果
、
バ
ス
を

所
有
す
る
保
育
所
等
の
一
部
で
安

全
確
認
が
不
十
分
な
こ
と
が
分

か
っ
た
。
実
地
調
査
の
結
果
は
現

時
点
で
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
市
の
通
園
バ
ス
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
安
全
対
策
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
置
き
去
り
事
案
は
あ
る

か
、
他
自
治
体
で
の
教
訓
を
活
か

す
方
策
を
示
さ
れ
た
い
。

　

送
迎
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
も
に
乗
り
越
し
事
案
は
発
生
し

て
い
る
が
、
置
き
去
り
事
案
は
発

生
し
て
い
な
い
。

　
今
後
も
、
国
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
、
乗
降
時
等
の
人
数
確
認
、

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
園
児
・
児
童
生
徒

の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
よ

⑨

　

霧
島
ヶ
丘
公
園
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
示
さ
れ
た
い
。

　

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
公
園
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
飲
食
物
の
提
供
、

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
、
観
光
案
内
な

ど
の
各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
霧
島
ヶ
丘
公
園
管
理
運
営
協
議

会
を
毎
月
開
催
し
、
共
同
イ
ベ
ン

ト
（
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ナ
イ
ト
、
子
ど
も
向
け
体
験
イ
ベ

ン
ト
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

等
）
の
企
画
や
利
用
状
況
の
情
報

共
有
を
行
う
な
ど
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
公
園
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
る
。

　
各
事
業
者
の
昨
年
度
の
利
用
実

績
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
ー
ズ
リ
ン

グ
か
の
や
が
８，
０
６
１
人
。
株

式
会
社
ベ
ル
キ
ャ
ン
バ
ス
が
１
，

１
４
９
人
。
株
式
会
社
か
の
や
え

ん
が
わ
社
が
１
２，
１
９
１
人
。

南
州
農
場
株
式
会
社
が
２
４，
３

９
１
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、
民
間
事
業
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
更
な
る
公
園
の

活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

　

本
市
で
は
公
共
施
設
敷
地
の

樹
木
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
計

画
的
に
剪
定
・
伐
採
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

　

施
設
所
管
部
署
で
定
期
的
な

巡
視
等
を
行
い
な
が
ら
、
順
次
伐

採
等
を
行
い
、
利
用
者
の
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
指
定
管
理
の
公
園
等
の
樹
木

は
、
指
定
管
理
者
が
業
務
仕
様
書

に
基
づ
き
、
平
時
は
日
常
的
に
巡

視
の
上
、
危
険
木
等
を
適
宜
処
理

す
る
と
し
、
台
風
な
ど
の
災
害
時

は
、
台
風
通
過
後
、
指
定
管
理
者

が
施
設
内
の
点
検
を
行
い
、
破
損

状
況
等
を
市
に
報
告
し
、
倒
木
等

は
市
が
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
指
定
管
理
者
と
十
分

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
公
園
な

ど
公
共
施
設
の
設
備
等
の
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
、
市
民
の
方
が

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

梶原  正憲
議員

（政経クラブ）

岩松  近俊
議員

（会派　黎明）

安
全
管
理
体
制
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

公
共
施
設
管
理
に
つ
い
て

霧
島
ヶ
丘
公
園
活
性
化
に
つ
い

て
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政
府
は
令
和
４
年
度
第
２
次

補
正
予
算
に
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
を
予
算
計
上
し
た
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
の
本
市
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
妊
娠

届
出
時
か
ら
妊
婦
や
低
年
齢
期
の

子
育
て
家
庭
に
寄
り
添
う
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
更

に
必
要
な
支
援
が
行
き
届
き
、
事

業
全
体
の
実
効
性
が
高
ま
り
、
妊

娠
期
か
ら
産
後
の
経
済
支
援
も
充

実
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭

が
よ
り
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
早
急
に
本
事
業
を

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

国
の
補
助
要
綱
等
を
精
査
し
、

示
さ
れ
て
い
る
事
業
の
趣
旨
に
沿

う
内
容
で
、「
伴
走
型
相
談
支
援
」

と
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」

を
組
み
合
わ
せ
、
全
て
の
妊
婦
・

子
育
て
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

効
果
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑩

　

停
電
の
復
旧
見
込
み
な
ど
の

情
報
提
供
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
停
電
時
の
市
民
へ
の
周

知
方
法
を
示
さ
れ
た
い
。

　

災
害
に
よ
る
停
電
状
況
は
九

州
電
力
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情

報
発
信
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
九
州
電
力
に
よ
る
と
、
正
確

な
復
旧
見
込
み
を
把
握
す
る
こ
と

は
困
難
な
現
状
が
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
九
州

電
力
と
連
携
し
、
市
民
へ
の
提
供

情
報
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
周
知
方
法
は
、
現
在
、
防
災
行

政
無
線
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携

帯
電
話
の
ア
プ
リ
な
ど
を
利
用

し
、
様
々
な
形
で
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。
防
災
行
政
無
線
が

利
用
で
き
な
い
場
合
に
は
、
市
の

公
用
車
を
は
じ
め
、
消
防
団
の
消

防
自
動
車
に
よ
る
広
報
活
動
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

福田  伸作
議員

（公明党）

防
災
・
減
災
対
策
に
お
け
る
災

害
時
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
策

に
つ
い
て

⑪
　

退
院
・
退
所
し
在
宅
医
療
や

介
護
に
入
る
場
合
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
、
現
状
及
び
本
市
と

の
連
携
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

市
で
は
医
師
会
に
委
託
し
、

在
宅
医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
高
齢
者
が
退
院

後
初
め
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
場
合
、
医
療
機
関
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
が
入

り
、
退
院
後
の
支
援
の
方
向
性
を

調
整
す
る
。
退
所
の
場
合
も
同
様

に
、
相
談
が
あ
っ
た
際
に
在
宅
生

活
支
援
の
調
整
を
行
う
。

　

孤
独
死
防
止
の
た
め
見
守
り

カ
メ
ラ
等
の
貸
与
、
発
見
者
へ
の

ケ
ア
、
孤
立
防
止
の
た
め
の
今
後

の
取
組
を
示
さ
れ
た
い
。

　

見
守
り
カ
メ
ラ
等
の
貸
与
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
慢
性
疾
患
等

で
日
常
生
活
上
注
意
を
要
す
る
単

身
高
齢
者
を
対
象
に
、
緊
急
通
報

体
制
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
孤
独
死
の
発
見
者
に
は
、
心

の
相
談
窓
口
を
案
内
し
、
関
係
機

関
と
支
援
し
て
い
く
。
孤
立
防
止

の
取
組
に
は
高
齢
者
サ
ロ
ン
等
の

加
入
促
進
、
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ

プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業
な
ど
が
あ
る
。

　

本
年
６
月
補
正
予
算
で
学
校

等
に
生
理
用
品
を
配
置
す
る
と

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
学
校
個
室
ト

イ
レ
へ
の
配
布
状
況
、
事
業
継
続

へ
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

多
く
の
学
校
で
は
、
配
布
さ

れ
た
生
理
用
品
が
個
室
ト
イ
レ
に

設
置
済
だ
が
、
未
設
置
学
校
に
は

設
置
す
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
く
。

　

生
理
時
の
心
身
の
変
化
や
衛

生
面
を
、
発
達
過
程
に
応
じ
て
学

校
で
ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

　

発
達
段
階
に
応
じ
た
適
切
な

「
性
に
関
す
る
指
導
」
を
行
う
中

で
、
一
人
一
人
の
状
況
等
を
踏
ま

え
た
個
別
の
指
導
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
環
境

作
り
に
努
め
て
い
く
。

⑫

　

地
域
ぐ
る
み
で
イ
ノ
シ
シ
の

侵
入
の
防
止
や
捕
獲
体
制
の
構
築

を
具
体
的
に
示
し
、
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
急
務
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

進
入
防
止
柵
の
設
置
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
総
延

長
約
１
２
５
ｋ
ｍ
を
設
置
し
て
い

る
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
地
域

住
民
で
で
き
る
対
策
を
学
ぶ
研
修

会
を
鳥
獣
被
害
対
策
の
専
門
家
を

招
い
て
県
と
共
同
で
開
催
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
地
域
住
民

の
意
識
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
固
定
型
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
鳥
獣
被

害
専
門
員
を
増
員
の
検
討
は
図
れ

な
い
か
。

　

業
務
の
内
容
や
専
門
員
の
増

員
の
必
要
性
も
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西薗美恵子
議員

（政経クラブ）

米永あつ子
議員

（無所属）

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

生
理
用
品
の
配
置
に
つ
い
て

安
全
安
心
な
市
民
生
活
に
つ
い
て
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11
月
18
日
８
時
30
分
頃
市
内

高
校
生
の
乗
っ
た
ス
ク
ー
タ
ー
と

米
軍
関
係
者
が
運
転
す
る
車
が
交

差
点
で
事
故
を
起
こ
し
た
。
そ
の

事
故
の
連
絡
が
我
々
議
員
に
届
い

た
の
は
16
時
過
ぎ
。
な
ぜ
一
報
ま

で
に
時
間
が
か
か
っ
た
の
か
。

　

事
故
当
日
、
午
前
８
時
50
分

頃
に
九
州
防
衛
局
鹿
屋
現
地
連
絡

所
か
ら
連
絡
を
受
け
、
市
と
し
て

直
ち
に
職
員
を
現
場
に
派
遣
し
、

事
故
状
況
等
の
情
報
収
集
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
九
州
防
衛
局
鹿
屋

現
地
連
絡
所
の
発
表
を
受
け
て
、

同
時
に
市
議
会
議
員
へ
の
連
絡
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

人
体
へ
の
有
害
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
」「
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
」
を
鹿

屋
基
地
内
で
の
使
用
禁
止
を
求
め

る
考
え
は
な
い
か
。

　

鹿
屋
航
空
基
地
内
で
使
用
し

て
い
る
泡
消
火
薬
剤
は
、
こ
れ
ら

の
成
分
を
含
ま
な
い
も
の
を
使
用

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
こ
れ
か
ら
の
観
光
行
政
に
つ
い

て

を
講
じ
な
が
ら
新
た
な
工
業
団
地

の
整
備
も
見
据
え
、
本
市
の
地
域

特
性
を
生
か
し
た
食
品
関
連
企
業

の
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

本
市
で
は
、
重
要
な
出
土
品

が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
保
管
状
況
は
ど
う
で
あ
る
か
。

　
ま
た
、
県
の
協
力
を
得
て
、
本

市
の
未
利
用
の
施
設
を
利
用
し
て

保
管
展
示
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

串
良
歴
史
民
俗
資
料
室
に
約

１
万
点
保
管
展
示
、
そ
の
他
に
文

化
財
収
蔵
庫
に
約
12
万
点
を
保
管

し
て
お
り
、
今
後
も
、
未
利
用
施

設
を
含
め
適
切
な
展
示
場
所
等
を

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

　

本
市
で
の
現
状
と
今
後
の
取

組
を
示
さ
れ
た
い
。

　

未
就
園
児
の
状
況
の
把
握
は
、

毎
年
、
定
期
的
に
安
全
確
認
を
行

い
把
握
に
努
め
て
い
る
。
　

　
今
後
の
こ
ど
も
家
庭
庁
の
政
策

を
注
視
し
な
が
ら
、
気
軽
に
相
談

で
き
る
身
近
な
相
談
機
関
の
整
備

等
に
努
め
て
い
く
。

⑬

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小
企

業
支
援
対
策
と
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
資
金
供
給
の
支
援
と
し
て
、

計
７
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
消
費

促
進
や
感
染
拡
大
防
止
対
策
支
援

等
を
行
っ
た
。
今
後
も
中
小
企
業

等
の
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
発

展
に
努
め
て
い
く
。

　
肝
属
中
部
畑
か
ん
の
現
在
の

取
組
状
況
と
課
題
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
農
作
物
を
使
用
し
た
企

業
の
誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

令
和
９
年
度
ま
で
に
順
次
完

成
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
一
部
地

域
で
は
、
通
水
開
始
後
も
水
利
用

率
が
低
い
状
況
に
あ
る
。

　
畑
か
ん
施
設
を
利
用
し
た
作
物

の
推
進
に
取
り
組
み
、
流
通
対
策

⑭

　

来
年
１
月
か
ら
「
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ク
ス
）」
の
導
入
に

よ
り
車
検
時
の
納
税
証
明
書
添
付

が
不
要
に
な
る
。
同
シ
ス
テ
ム
導

入
の
準
備
状
況
と
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

現
在
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
デ

ー
タ
連
携
の
試
験
作
業
な
ど
を
進

め
て
い
る
。
市
民
へ
の
周
知
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
掲
載

し
て
お
り
、
今
後
は
事
業
者
等
へ

の
チ
ラ
シ
配
布
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
本

市
の
接
種
状
況
と
、
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
無
料
接
種
開
始
の
市

民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、
本
市
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

令
和
４
年
９
月
末
現
在
の
接

種
率
は
、
定
期
接
種
は
12
歳
１
．

２
％
、
13
歳
か
ら
16
歳
ま
で
４
．

４
％
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
１
．
０
％

で
あ
る
。
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
今
後
、
国
の
通
知
内
容
を
確
認

し
、
対
象
者
へ
の
個
人
通
知
や
広

報
誌
、
市
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
す
る
。

　

18
歳
成
人
と
な
り
消
費
生

活
で
若
い
方
々
の
被
害
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
本
市
の
青
年
層
へ
の
消

費
者
教
育
の
取
組
を
示
さ
れ
た
い
。

　

毎
年
、
地
域
内
の
高
校
３
年

生
を
対
象
に
出
前
講
座
を
実
施
し
、

青
年
層
を
含
め
た
全
体
的
な
取
組

と
し
て
、
市
Ｈ
Ｐ
や
Ｆ
Ｍ
か
の
や

等
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然

防
止
の
た
め
情
報
提
供
、
電
話
相

談
を
実
施
し
て
い
る
。

　

小
中
学
校
で
の
消
費
者
教
育

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

小
学
校
の
家
庭
科
で
売
買
契

約
の
基
礎
を
具
体
的
な
生
活
場
面

を
も
と
に
考
え
る
学
習
を
、
中
学

校
の
技
術
家
庭
科
で
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
三
者
間
契
約
の
扱
い

等
、
責
任
あ
る
消
費
行
動
を
考
え

工
夫
す
る
内
容
を
学
習
し
て
い
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

永山  勇人
議員

（会派　黎明）

児玉美環子
議員

（公明党）

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て

農
政
に
つ
い
て

文
化
財
に
つ
い
て

若
者
支
援
に
つ
い
て

未
就
園
児
の
家
庭
支
援
に
つ
い

て

軽
自
動
車
の
車
検
時
に
お
け
る

納
税
証
明
に
つ
い
て
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で
は
の
主
な
施
策
と
地
域
の
実

情
・
特
色
を
活
か
し
た
事
業
戦
略

を
示
さ
れ
た
い
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
と
サ
ラ
ダ
ご
ぼ

う
や
に
ん
じ
ん
等
と
の
輪
作
体
系

に
よ
る
土
地
利
用
率
の
向
上
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
お
け
る

地
域
計
画
に
よ
る
認
定
農
業
者
や

大
規
模
法
人
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
な
ど
足
腰
の
強
い
農
業
に
取

り
組
む
。

　

長
寿
命
化
計
画
並
び
に
中
長

期
的
な
基
本
計
画
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
い
。

　

今
年
度
は
、
市
営
住
宅
等
の

適
切
な
維
持
管
理
や
管
理
運
営
を

図
る
観
点
か
ら
、
中
長
期
的
な
基

本
方
針
や
改
善
計
画
を
定
め
た

「
鹿
屋
市
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
」
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
は
、
人
口
減
少
の
著
し
い
地

域
の
供
給
戸
数
や
長
寿
命
化
を
図

る
団
地
の
選
定
及
び
改
善
計
画
な

ど
、
入
居
率
向
上
の
た
め
の
対
策

も
検
討
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
浸
水
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

⑮

　

今
年
度
、
新
た
な
「
か
の
や

農
業
・
農
村
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
昨

今
の
社
会
情
勢
を
見
据
え
た
新
た

な
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
お
け
る
基
本

理
念
及
び
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
示
さ
れ
た
い
。

　

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基
本

理
念
の
「
持
続
可
能
な
『
農
の
ま

ち
か
の
や
』
の
構
想
の
実
現
」
に

つ
な
が
る
計
画
と
な
る
よ
う
策
定

を
進
め
る
。
令
和
元
年
度
の
農
業

産
出
額
約
４
５
０
億
円
か
ら
50
億

円
増
額
の
５
０
０
億
円
を
数
値
目

標
と
し
て
定
め
、「
担
い
手
の
育

成
」
等
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
そ

れ
ぞ
れ
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、「
輪
・

転
作
モ
デ
ル
の
推
進
に
よ
る
農
業

生
産
の
向
上
」
等
５
つ
の
重
点
戦

略
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

国
が
示
す
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
」
と
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
を
活
用
し
た
本
市
な
ら

吉岡  鳴人
議員

（会派　黎明）

⑯
　

ご
み
集
積
所
の
管
理
に
つ
い

て
今
後
の
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用

に
当
た
っ
て
、
引
き
続
き
ご
み
分

別
を
始
め
と
し
た
ご
み
の
排
出

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
収
集
運
搬
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
町
内
会
等
か
ら

の
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、
市
と

し
て
も
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
修
繕
も
行
わ

ず
、
条
例
を
廃
止
し
、
用
途
変
更

を
行
わ
な
い
ま
ま
で
の
民
間
企
業

の
募
集
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る

が
、
方
針
に
変
更
は
な
い
か
。

　

民
間
譲
渡
等
に
当
た
り
、
現

在
、
耐
震
診
断
調
査
を
行
い
施
設

の
強
度
や
安
全
性
の
状
況
を
改
め

て
確
認
し
て
お
り
、
こ
の
結
果
や

提
案
内
容
を
踏
ま
え
て
必
要
な
補

修
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
は
、
利
用
料
金
の
考
え
方
は
、

現
在
の
施
設
を
そ
の
ま
ま
活
用
す

る
場
合
、
無
料
を
原
則
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

「
鹿
屋
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
で
示
さ
れ
た
基
本
目
標
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

　

本
市
の
人
口
は
、
２
０
２
０

年
の
国
勢
調
査
で
、
前
回
の
調
査

と
比
べ
て
減
少
し
た
が
、
国
の
将

来
推
計
を
上
回
っ
て
お
り
、
総
合

戦
略
の
基
本
目
標
に
基
づ
く
こ
れ

ま
で
の
取
組
は
、
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
新
た
な
施
策
の
構
築
や
、
総
合

戦
略
に
お
け
る
人
口
減
少
対
策
に

効
果
的
な
施
策
を
よ
り
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
効
果
検
証
を
行
い
、
市
民
や
事

業
者
等
か
ら
様
々
な
意
見
を
聴
取

し
、
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、「
鹿

屋
市
人
口
減
少
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

繁昌  誠吾
議員

（会派　創生）

ご
み
問
題
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

農
業
政
策
に
つ
い
て

市
営
住
宅
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　会議録を市議会のホームページから閲覧、検索できます。
　定例会ごとの閲覧や、「ことばから検索」、「発言者から検索」
などの検索機能も利用することができます。
　ぜひ、ご活用ください。
※閲覧、検索できる定例会は平成18年以降の会議録になります。

インターネットで会議録を閲覧できます



編集後記 令和５年３月定例会会期日程(案)

議会報委員会

※　令和５年３月定例会は、２月22日（水）から３月22日

（水）までの29日間の会期で開催予定です。

　　詳細な日程等については、議会事務局までお問い合わ

せください。

※　市役所の本庁舎４階　議会傍聴席にて傍聴できます。

※　傍聴の際は、留意事項をお守りいただきます。

　　（新型コロナウイルス感染症対策のため、マスク着用

や手指の消毒など留意事項を必ず遵守してください。

本会議はライブ中継を行っておりますので、是非イン

ターネット中継をご活用ください。）

　未だコロナの終息も見いだせずにいる
中、関係する皆様の日々の対応に改めて
感謝申し上げます。
　さて、昨年は数年ぶりに農業まつりも
開催されました。昨今の国際情勢を見る
と国内での農業関係の生産性の大切さを
しみじみと感じます。
　また、令和５年の幕明けとともに成人
式が二十歳のつどいとなり開催されまし
た。久しぶりの同級生との再会を楽しん
でいる姿や家族の方が写真撮影をしてい
る姿は、微笑ましく思えました。
　若い方が活躍して頂けたなら本市の発
展にも繋がるものと期待しています。

（議会報委員会委員長　田辺　水哉）

◎田辺　水哉　　　　〇泊　義秋
・本田　仁　　　　　・川﨑　勝	
・安田　謙太郎
◎は委員長　○は副委員長

【問い合わせ先】
　TEL：0994-31-1143（議会事務局内）
　Mail:gikai@city.kanoya.lg.jp

月 火 水 木 金

２/20 21 22
本会議
常任委員会

23
天皇誕生日

24
予算委員会

27 28 3/1 ２ ３

６
本会議
(一般質問)

７
本会議
(一般質問)

８
本会議
(一般質問)

９
総務市民環
境委員会

10
産業建設
委員会

13
文教福祉
委員会

14
予算委員会

15
予算委員会

16
予算委員会

17
予算委員会

20
予備日

21
春分の日

22
本会議

23 24
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　議会だよりは、議会内容を要約して掲
載しています。詳細については、会議録
を閲覧ください。
　よりよい誌面づくりのために皆様のご
意見・ご感想等を議会報委員会（議会事
務局内）までお寄せください。

　令和４年10月17日（月）と18日（火）の２日間、市内３会場で議員と語る会を開催
しました。
　全体で61名の参加をいただき、皆様方から多くのご意見等をいただきました。誠
にありがとうございました。
　ご意見等については、今後の議会活動に活かしてまいります。
　なお、議員と語る会での主なご意見等やアンケート結果については、鹿屋市議会
ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。

令和4年度「議員と語る会」を開催しました

【鹿屋市農業研修センター】 【花岡地区公民館】 【串良ふれあいセンター】


